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保型形式・保型L関数・新谷関数の研究

課題番号11440005

平成11年度～平成13年度科学研究費補助金基盤研究(B)(2)

研究成果報告書

平成11年度～平成13年度において、上記課題の研究を行った。以下は、そ

の研究成果の報告である。
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(金額単位：千円）交付決定額（配分額）

著 寄贈者

直接経費 間接経費 合計

平成11年度 3,000 0 3,000

平成12年度 2,500 0 2,500

平成13年度 2,800 0 2,800

総計 8,300 0 8,300
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